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中里学区人口 Ｒ2-11.1 現在 

世帯数 ４５８  

総人口１０６４  

男 ４５８  女 ５４６ 

 

 

石
川 

諒
一
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
長 

 

紅
葉
も
進
み
、
秋
も
深
ま
っ
て
ま
い
り
今
年 

も
残
す
と
こ
ろ
約
１
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。 

 

２
月
末
よ
り
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
、
今
年 

度
前
半
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
は
総
会
を
は
じ 

め
殆
ど
の
行
事
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で 

し
た
。
１０
月
か
ら
「
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」 

「
ふ
れ
あ
い
健
康
ク
ラ
ブ
」「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」「
長
寿
大
学
」
行
事
を
検
温
、 

マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒
、
参
加
者
の
人
数
制
限
な
ど
の
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を

図
り
再
開
し
ま
し
た
。 

 

中
里
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
の
事
業
は
例

年
通
り
進
め
て
い
く
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
食
事
を

伴
う
行
事
や
、
大
人
数
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
ず
中
里
小
・
中 

学
校
と
の
合
同
体
育
祭
や
文
化
祭
・
ふ
れ
あ
い
祭
り
は
中
止
と
致
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
残
り
半
年
間
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
１１
月
に
は
「
文
化
祭
（
作
品 

展
示
の
み
）
」「
再
発
見
ウ
ォ―

ク
」「
中
里
学
区
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
」
１２
月
に

は
、「
防
災
訓
練
」「
大
掃
除
」「
子
ど
も
会
行
事
」
１
月
に
は
「
新
年
賀
詞
交

歓
会
」
は
実
施
し
ま
す
が
、「
ど
ん
ど
火
祭
り
」
は
中
止
と
致
し
ま
す
。 

 

現
時
点
で
は
、
中
里 

学
区
内
で
の
コ
ロ
ナ
感 

染
者
は
ゼ
ロ
で
す
が
、 

年
末
年
始
に
な
り
人
の 

移
動
往
来
も
多
く
な 

り
ま
す
の
で
、
コ
ロ
ナ 

感
染
対
策
を
充
分
に
配 

慮
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
里
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会 

会
長 

石
川 

諒
一 

１０
月
に
は
共
同
募
金
期
間
と
し
て
、
２
３
地
域
の
推
進
員
の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
全
戸
よ
り
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
里
学
区
内
の
大
口
募

金
と
し
て
、
個
人
事
業
主
の
方
か
ら
９
件
合
計
１１
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
公
共
交
通
維
持
資
金
と
し
て 

①
匿
名
の
方
よ
り 

 

３
０
０
０
０
円 

②
會
澤
俊
子
さ
ん 

手
作
り
マ
ス
ク
売
上
金 

４
０
０
０
０
円
（
１１
月
２０

日
現
在
）
の
ご
寄
付
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
愛
さ
れ
る
公
共
タ

ク
シ
ー
維
持
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

マ
ス
ク
作
り
に
つ
い
て
會
澤
俊
子
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た 

「
手
作
り
マ
ス
ク
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
一
石
四
鳥
に
な
り
ま
す
」
と
の
回
答
。 

①
使
い
捨
て
マ
ス
ク
の
ゴ
ミ
が
減
る 

②
自
宅
に
眠
る
端
布
の
始
末
が
で
き
る 

③
少
し
で
も
な
か
さ
と
号
に
貢
献
で
き
る 

④
作
る
こ
と
で
自
分
も
楽
し
め
た 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
街
の
中
で
マ
ス
ク 

を
し
な
い
で
歩
い
て
い
る
人
は
見
か
け
ま 

せ
ん
。
使
え
捨
て
不
織
布
マ
ス
ク
を
し
て 

い
る
人
、
繰
り
返
し
使
用
可
能
な
プ
ラ
ス 

チ
ッ
ク
繊
維
の
マ
ス
ク
の
人
、
手
作
り
マ 

ス
ク
の
人
と
ま
ち
ま
ち
で
す
。 

そ
の
手
作
り
マ
ス
ク
も
最
近
は
お
洒
落 

な
柄
模
様
・
形
が
あ
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の 

一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
を
考
え
る
と
手
作
り
マ
ス
ク
は 

一
石
五
鳥
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
會
澤
さ
ん
は
当
初
２
０
０
枚
目
標
で
し
た
が
、

好
評
で
３
０
０
枚
に
目
標
変
更
し
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
後
か
ら
追
加
し
た
高
級

布
地
を
使
用
し
た
マ
ス
ク
は
柄
模
様
も
好
評
、
男
性
用
も
追
加
さ
れ
完
売
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

７
月
か
ら
始
ま
っ
た
先
行
解
体
工
事
（
交
流
セ
ン
タ
ー
と
結
ぶ
渡
り
廊
下
、
屋
外
ト
イ
レ
倉
庫
等
）

に
次
い
で
、
１０
月
よ
り
新
校
舎
の
建
設
工
事
が
開
始
さ
れ
、
グ
ラ
ン
ド
の
中
央
に
は
工
事
区
域
内
を

示
す
真
っ
白
な
塀
を
設
置
、
令
和
４
年
２
月
完
成
に
向
け
建
設
進
行
中
で
す
。（
供
用
は
４
月
） 

 

学
校
建
築
計
画
の
前
提
条
件
は
下
記 

に
記
載
い
た
し
ま
す
が
、
里
川
の
流
れ 

に
沿
い
、
水
辺
空
間
広
場
の
上
、
９
本 

の
桜
の
木
に
寄
り
添
っ
て
２
階
建
て
総 

木
造
作
り
の
校
舎
が
立
ち
ま
す
。
そ
の 

後
既
存
校
舎
の
取
り
壊
し
が
令
和
４
年 

５
月
ま
で
に
完
了
後
、
第
二
期
工
事
と 

し
て
学
校
職
員
、
地
域
利
用
者
の
駐
車 

場
と
グ
ラ
ン
ド
が
整
備
さ
れ
ま
す
。 

 

駐
車
場
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー
に
入
る 

側
に
５０
台
確
保
さ
れ
る
駐
車
場
が
で 

き
ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
は
交
流
セ 

ン
タ
ー
を
正
面
に
し
た
ゆ
と
り
あ
る
広 

さ
で
、
子
供
た
ち
も
の
び
の
び
安
全
に 

利
用
で
き
る
グ
ラ
ン
ド
が
完
成
し
ま
す
。 

（
令
和
５
年
２
月
完
成
予
定
） 

工
事
進
捗
、
そ
の
他
に
つ
い
て
定
期
的 

に
「
校
舎
改
築
事
業
定
例
会
」
を
教
育 

委
員
会
主
催
で
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
会 

議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ 

せ
等
、
交
流
セ
ン
タ
ー
石
川
諒
一
会
長 

に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資
料
抜
粋 

 
 

 

（
１
）
立
地
の
特
性 

 

・
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
る 

・
学
校
が
地
域
の
中
心 

・
周
辺
に
自
然

の
教
材
が
あ
ふ
れ
て
い
る 

 

①
五
感
を
育
む
学
校 

 
 

 

・
自
然
を
近
く
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る 

・
中
里
愛
を
育
む 

・
自
然
を

活
用
し
た
校
舎 

（
２
）
学
校
の
特
性 

 

・
英
語
や
こ
と
ば
の
学
習
に
力
を
入
れ
て
い
る 

・
１
ク
ラ
ス
１０
人
の
少
数

の
一
貫
校 

・
他
の
地
域
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る 

 

②
多
様
な
交
流
を
育
む
学
校 

 

・
小
規
模
だ
か
ら
で
き
る
学
校 

・
地
域
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が 

取
れ
る
学
校 

・
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
な
か
さ
と
ス
タ
イ
ル
」 

（
３
）
地
域
特
性
へ
の
対
応 

 

・
地
域
の
シ
ン
ボ
ル 

・
地
域
の
活
性
化 

・
地
域
交
流
を
促
す
場 

 

③
地
域
の
中
心
と
な
る
学
校 

 

・
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
学
校
（
中
里
の
地
域
イ
メ
ー
ジ
を
象
徴
す
る
建

物
デ
ザ
イ
ン
に
す
る 

地
域
活
動
の
中
心
と
し
て
利
用
し
た
く
な
る
設
干
支
す

る 

ど
ん
ど
火
祭
り
な
ど
祭
り
が
開
催
出
来
る 

フ
ル
ー
ツ
街
道
と
連
携
し
た

マ
ル
シ
ェ
が
開
催
で
き
る
場
に
す
る
） 

 

・
地
域
に
対
し
て
開
か
れ
た
学
校
（
地
域
に
対
し
開
か
れ
居
心
地
が
デ
ザ
イ 

ン
、
交
流
セ
ン
タ
ー
と
合
わ
せ
て
地
域
活
動
の
大
半
を
行
う
） 

 
・
地
域
の
人
が
見
守
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
地
域
の
人
と
の
交
流
を
強
め
て
地

域
の
人
に
見
守
ら
れ
る
学
校
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
に
直
ぐ
気
づ
け
る
学
校
に

す
る
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
す
が
天
気
の
良
い
日
は
是

非
交
流
セ
ン
タ
ー
に
散
歩
に
、
学
校
の
完
成
す
る
様
子
見
に
来
て
く
だ
さ
い 

会 

報 

中
里
学
区 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
今
後
に
つ
い
て 

１１月実施の再発見ウォーク・文化祭 

各
種
の
ご
寄
付
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

中
里
小
・
中
一
貫
校
の
新
築
工
事
が
開
始
さ
れ
令
和
４
年
４
月
完
成
し
ま
す 

三
つ
の
特
性
を
活
か
し
た
校
舎
改
築
事
業
の
前
提
条
件 
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１０
月
で
昨
年
の
台
風
１９
号
に
よ
る
水
辺
空
間
の
復
旧
工
事
が
完
了
し
ま
し

た
。
里
川
に
か
か
る
紅
葉
も
色
付
き
始
め
台
風
の
被
害
に
よ
る
爪
痕
も
す
っ
か
り

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

 

但
し
、
今
年
か
ら
始
ま
る
中
里
小
・
中
学 

校
の
校
舎
建
設
の
た
め
建
築
資
材
置
き
場
と 

し
て
使
わ
れ
る
の
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な 

る
の
は
、
令
和
３
年
末
ご
ろ
に
な
り
ま
す
。 

新
校
舎
と
整
備
さ
れ
た
水
辺
空
間
。
地
域
の 

散
歩
コ
ー
ス
と
し
て
お
楽
し
み
下
さ
い
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

１１
月
７
日
（
土
）
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
恒
例 

の
「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
は
中
止
と
な
っ
た
が 

第
４３
回
文
化
祭
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
を
充 

分
に
行
い
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
厳 

し
い
条
件
下
で
も
多
数
の
作
品
展
示
の
募
集 

が
あ
り
、
前
日
よ
り
文
化
部
大
津
満
夫
部
長 

指
示
の
も
と
展
示
会
場
作
り
、
併
せ
て
作
品 

展
示
を
行
い
文
化
祭
開
催
の
運
び
と
な
り
、 

７
日
、
８
日
午
前
中
ま
で
に
約
１
０
０
組
、 

１
５
０
人
余
り
の
人
の
見
学
者
が
交
流
セ
ン
タ
ー
を 

訪
れ
ま
し
た
。
大
津
満
夫
部
長
も
、「
こ
の
よ
う
な 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
手
芸
・
絵
手
紙
・
生
花
・
盆
栽 

書
画
な
ど
見
て
少
し
で
も
心
和
む
一
瞬
が
で
き
れ 

ば
い
い
ね
！
」
と
自
身
も
作
品
展
示
完
了
後
の
夜
、 

奥
様
と
二
人
で
遅
く
ま
で
玄
関
の
「
初
秋
を
楽
し 

む
」
の
飾
り
づ 

け
を
し
当
日
を 

迎
え
ま
し
た
。 

見
学
者
を
迎
え 

る
玄
関
、
こ
の 

場
の
作
品
を
毎 

回
作
っ
て
展
示
。 

ア
イ
デ
ア
と
労 

力
に
感
服
で
す
。 

   

 

              

初
秋
の
色
染
ま
る
水
辺
空
間 

復
旧
工
事
完
了
し
ま
し
た 

整備され、紅葉が始まった水辺空間 

 
第
４
３
回 

文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た 

  
 
 
 
 

 


